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１ はじめに 

昨年度は，「主体的・対話的で深い学びを実現できる授業づくり」  

という研究テーマを掲げ，理科の授業を行った。生徒が個人，小集 

団，学級全体で思考表現する場面を中心に，指導法改善に取り組ん  

だ。その成果として，理科を得意としている生徒は，自分の考えを  

追究したり，積極的に自分の考えを相手に伝えたりする姿が見られ  

た。一方で，理科を苦手とする生徒は，思考・表現の活動が進むに 

つれて，学習意欲が低下する場面も見られた。この反省から，「一人一人が自信をもち，主体  

的・対話的で深い学びを実現できる授業」を意識して指導法改善に取り組むことにした。  

 

２ 研究主題 

 

 

 

３ 研究主題設定の理由 

（１）新学習指導要領から 

主体的・対話的で深い学びの視点から「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」

も重視して授業を行わなければならない。一つ一つの知識がつながることで考えが広がっ

たり，仲間と一緒に学ぶことで新しい発見があったり，生徒が「わかった！」「おもしろ

い！」を実感できる場面づくりが重要である。また，見通しをもって粘り強く取り組むこ

と，自分の学びを次の学びへとつなげることが大切であると考えた。これらを実現するた

めに，授業のユニバーサルデザイン化を行い，一人一人が自信をもって授業に取り組める

ような工夫，さらに，見通しをもって学習できる手立てとして，振り返りの充実を行うこ

ととした。 

 

（２）本校の生徒の実態から 

   生徒の実態を把握するために，４月中旬に１年生 18 名を対象にアンケートを行った。理

科に対する関心・意欲の実態を把握するために，Ａ１～Ｃ１の３つの質問を行った。また， 

理科に対する自己肯定感の実態を把握するために，Ａ２～Ｃ２の３つの質問を行った。 

 

 

 

 

 

 

Ａ１の結果より，まずは，生徒が自信をもって授業に取り組むための手立てを行い，理 

科に対する関心・意欲を高めたい。また，Ａ２の結果より，理科の学習に対して苦手意識 

がある生徒が多いことから，一人一人を認める場面を設定し，「できた！」と実感できるこ 

とが自己肯定感の高まりにつながるのではないかと考えた。 
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～授業のユニバーサルデザイン化と振り返りを通して～  
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２  

Ｂ１，Ｂ２の結果より，基礎・基本の学力が定着していないことが，問題を解くことへ 

の自信のなさにつながっていると考えられる。授業内外において，基礎・基本の学力が定 

着するための手立てについて，改善していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ１の結果より，理科の実験が好きな生徒は 77％と高い傾向にある。Ｃ２の結果より， 

実験が得意な生徒は 33％であった。実験を好きから得意にするために，目的意識をもって 

実験に取り組むための手立て，一人一人が自分の役割を果たす場面を充実させたい。 

 

４ 研究の仮説 

   仮説１ 

 

 

 

 

   仮説２ 

 

 

 

５ 研究の構想 

（１）授業のユニバーサルデザイン化    （２）生徒と教師による振り返り 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

充実した学習環境の整備により 

全ての生徒にとって学びやすい授業へ 

 

主体的・対話的で 

深い学びを生み出す 

～１時間の見通しを立てられる～

授業の流れボード

～問題解決に至る道筋が見える～

思考の流れに沿った構造的な板書

～思考の流れが分かる～
板書に対応したワークシート

～自信を持って授業に取り組める～

ＩＣＴ機器の効果的な活用

 ユニバーサルデザインを意識した構造的な板書や，ワークシートの有効活用，ICT

機器の積極的な活用など，充実した学習環境の整備が「主体的・対話的で深い学び」

を生み出すのではないか。  

 教師による学習の見届けを行うことで，生徒の学習意欲の向上や，教師自身の授業

の振り返り及び授業改善につながり，生徒の学力が向上するのではないか。  

生徒の学習の振り返りが 

教師の授業の振り返り及び授業改善へ 

 

生徒の学力向上 

教師の指導力向上 

～振り返りから次の学びが見える～

授業振り返りシート「理科の道標」

～自分の課題と向き合える～

自宅学習用プリント(３段階の課題)

～仲間の考えから発見できる～
理科室・理科室廊下の設営

～客観的な評価から改善できる～

鹿児島県Ｗｅｂ問題の分析
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６ 研究の実際 

（１）授業のユニバーサルデザイン化 ～全ての生徒にとって学びやすい工夫や配慮～ 

  ア 本時の授業の流れボード 

    理科室黒板横に，本時の授業の流れボードを設置し 

た(図１)。学習活動を示したそれぞれのカードの大き 

さはＡ４で，ボードには最大８枚のカードを提示する 

ことが可能である。図１のカード以外では，「グルー 

プ活動」「練習問題」がある。 

授業が始まる１分前までに，本時の流れカードを提 

示した。理科室に入室し，着席した後にボードを確認 

する生徒が多く見られた。本時の流れボードを設置し 

たことで，生徒が１単位時間の学習の見通しをもつこ 

とができるようになった。また，授業の途中において 

も，どこまで学習が終わったのか，このあとどのよう 

な学習をするのかというように，授業の流れを確認し 

ながら，学習に取り組む生徒が増えた。       

  

【図１ 本時の授業の流れボード】 

 

  イ 思考の流れに沿った構造的な板書(学習の流れに沿った３分割板書) 

    「学習目標(めあて)」が，どのような学習過程を通して「まとめ」につながったのか， 

１単位時間の学習の道筋が見えるように板書をした(図２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

           【図２ 思考の流れに沿った構造的な板書】 

「学習目標」や「予想」，「実験」などの学習カードは，本時の流れボードに提示して 

いるカードに対応している。板書と本時の流れボードが対応していることで，生徒にと 

って，今どの学習活動をしているのかが明確になり，より見通しをもって学習に取り組 

めるようになった。 

 

  ウ 板書に対応したワークシート 

    生徒が学習の過程を振り返ったり，学びの跡を残したりできるように，板書，本時の 

流れボードに対応したワークシートを作成した(図３)。 

    「予想」を記入する部分については，文字だけでなく図などを用いて自由に予想を記 

述したり，個人の考えからグループの仲間と考えを練り上げたりできるように，罫線を 

設けなかった。 

また，ワークシートの「予想」以外の記入部分は，通常のノートの罫線よりも広めに 

作成した。記入部分を大きくし，ゆとりをもたせることで，文字を書くことに抵抗があ 



 

４  

る生徒の負担を軽減することができた。これにより，書く時間を短縮することができ， 

生徒が知識・技能を活用するような活動，思考表現をする活動の時間を以前よりも確保 

することができた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ 板書に対応したワークシート】 

 

エ ＩＣＴ機器の効果的な活用 

  （ア）学習時間の視覚化 

     実験や考察などを行う際に，教室前方にある電 

子黒板に残り時間を表示するようにした(図４)。 

以前は，「前の時計を見てください。今から，10 

分間で実験をします。」 というような指示の出し 

方をしていたので，実験の時には実験に夢中にな 

り時間を意識できない生徒が多かった。 

 残り時間を電子黒板で表示するようにしてから 

は，グループ活動をしているときに，「残りの時間 【図４ 電子黒板の大型タイマー】 

で，みんなの考えをまとめよう。」など，生徒同士で時間を意識し，見通しをもちなが 

ら学習を進められるようになった。さらに，個人で考察を行う際にも，これまでは考 

えがまとまらずに，時間が過ぎてしまう生徒も多かったが，このタイマーを活用する 

ようになってからは，残り時間を意識しながら，自分の考えを記述できる生徒が増え 

た。また，大型タイマーの画面下に，学習活動の名称を示したことで，今，何をすべ 

きかが明確になり，何をするのかが分からずに戸惑う生徒が大幅に減少した。 

 

  （イ）電子黒板での効果的な提示 

     １つ目は，新しい実験器具を使用する際に，器 

具の使用方法について電子黒板上に器具を大きく 

表示して説明をした(図５)。操作が簡単なものに 

ついては静止画，操作が複雑なものについては， 

動画を用いた。大きく提示しながら説明をするこ 

とで，グループで実験に取り組んでいるときの机 

間指導で，生徒から実験器具の扱い方に対する質 

質問を受けることは少なくなった。       【図５ 器具の操作に関する提示】 



 
５  

 ２つ目は，前時の授業の振り返りや復習を行う 

際に，前時の板書を電子黒板上に提示した(図６)。 

口頭だけで振り返りを行っていたときは，前時の 

内容がイメージできずに困っているような表情の 

生徒もいたが，生徒の思考の流れに沿った板書を 

提示しながら，振り返りを行うようになってから 

は，画面の左上にある「学習目標」から画面右下 

にある「まとめ」に至った流れを積極的に確認す  【図６ 前時の板書内容の提示】 

る生徒が増えた。                  

３つ目は，実験レポートや観察スケッチ，発表 

レポートなど，生徒の学びの跡を提示した(図７)。 

実験レポートや観察スケッチ，発表レポートの完 

成作品については，理科室の後方に全グループの 

分を掲示するようにした。レポートを理科室の設 

営だけで共有するのではなく，参考にして欲しい 

作品については，授業の中で紹介をした。仲間の 

作品から刺激を受け，次回のレポート作成の時に  【図７ 生徒の学びの跡の提示】 

工夫が見られる作品もあった。 

           

  （ウ）タブレットパソコンの効果的な活用 

     実験結果の記録をする際に，タブレットパソコ 

ンを活用した(図８)。１年「音の世界」の単元に 

て，オシロスコープを用いて波形を記録する場面 

で，タブレットで波形を撮影し，音の大小や音の 

高低による波形の比較を行った。以前は，オシロ 

スコープの波形を授業用ワークシートに書き写し 

ていたが，振動数や振幅を意識しながら書き写す      

ことは，生徒にとって難しい作業であった。そこ   【図８ 実験結果の記録】 

で，オシロスコープの波形をタブレットパソコン 

で撮影し，波形の写真を並べて比較しながら考察 

ができるようにした。波形を写す作業の負担を軽 

減することができ，その分，考察の時間を充実さ 

せることができた(図９)。また，教師が想定して 

いた活用法を生徒が上回り，写真を並べた余白部 

分に気付いたことを書き込む姿も見られた。  

【図９ タブレットＰＣでの考察】 

 

（２）生徒と教師による振り返り ～生徒の学習意欲向上と教師の授業・指導法改善～ 

  ア 授業振り返りシート「理科の道標」 

    生徒自身が何を学習したか振り返りができるように，授業振り返りシート「理科の道 

標」を取り入れた(図 10)。ワークシート左側の「前時の５問」では，授業冒頭に前時の 

学習内容から５問出題し，前時の内容の定着を確認した。ワークシート中央の「本時の 

５問」では，授業の終末に本時の学習内容から５問出題し，本時の内容をどのぐらい理 

解しているか確認をした。ワークシート右側の「今日のまとめ」では，本時の授業で分 



 
６  

かったことや感じたことなどを生徒 

自身の言葉で１～３行で記述した。 

この３つの取組を通して，生徒自身 

が「分かった」，「分からなかった」 

に気付いたり，前時の授業から次時 

の授業への見通しをもったりするこ 

とができるようになった。 

    また，「理科の道標」は授業終了 

後に回収し，教師の授業の振り返り 

にも活用した。「前時の５問」，「本 

時の５問」の確認を行い，正答数が 

少なかったときには，次時の授業の    

冒頭での復習を丁寧にした。「今日  【図 10 授業振り返りシート「理科の道標」】 

のまとめ」では，素直な記述が多く， 

授業を通して生徒がどのようなことが分かったのか，生徒がどのようなことを感じたの 

かを知ることができ，生徒から授業改善，指導法改善の気付きを得ることができた。 

 

  イ 自宅学習用プリント(３段階の課題) 

    自宅学習用のプリントを，３段階の難易度で作成し配布した。３種類のプリントを配 

り，生徒はこの３種類の中から自分で選択して課題に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 11 宅習まとめプリント】 【図 12 一問一答プリント】   【図 13 県 Web 問題】 

１つ目は，理科に対して苦手意識がある生徒でも取り組みやすい課題として，宅習ま 

とめプリントを作成した(図 11)。このプリントは，宅習ノートに用語や要点をまとめる 

ためのものである。学級担任から，理科の宅習まとめプリントに取り組んでいる生徒の 

報告を受けることも多々あった。理科に対して苦手意識がある生徒が，自分で教科書や 

ワークを用いて要点を探しながら，宅習に取り組むことは難しいが，このプリントのよ 

うに大切なところをまとめたことで，生徒が学習に取り組みやすくなった。 

 ２つ目は，一問一答プリントを作成した(図 12)。１つ目の宅習まとめプリントから， 

少し難易度を上げてあり，理科が得意な生徒の中には，この一問一答プリントから取り 

組む生徒もいた。一問一答プリントで間違えた内容については，宅習まとめプリントに 

戻り復習をしている生徒もいた。 

 



 ７  

 ３つ目は，鹿児島県Ｗｅｂシステムの単元別問題である(図 13)。３種類のプリントの 

中で一番難易度が高い実践問題である。宅習まとめプリント，一問一答プリントで得た 

知識を活用する力が必要である。本校の生徒の実態を踏まえた上で目標を設定し，理科 

が得意な生徒は８割，理科が苦手な生徒は６割を目指して取り組んだ。 

    また，この自宅学習用プリントは，理科室の 

廊下の棚にも入れて，生徒が自由にプリントを 

とることができるようにした(図 14)。１年生用， 

２年生用のプリントを自由にとることができる 

環境を整備することで，２年生や３年生が前学 

年の既習事項等を復習することができると考え， 

この棚を設置した。実際に，理科を苦手として 

いる３年生の生徒は，１・２年の宅習まとめプ 

リントや一問一答プリントで基礎基本の復習に 【図 14 自宅学習用プリントコーナー】 

   取り組んでいた。自分の実力に合わせてプリン 

トを選べることが楽しいという生徒もいた。 

 

  ウ 理科室・理科室廊下の設営 

    学びのようすを紹介する「授業の窓」，生徒の学びの跡を紹介するコーナーを設けた

(図 15)。「授業の窓」では，学習したときの板書，生徒の活動のようすを簡単にまとめ

たものを定期的に掲示した。生徒の学びの跡を紹介するコーナーでは，実験レポートや

発表レポートを掲示した。学びの跡，レポートを見る視点が分かるように，それぞれの

レポートに教師が朱書きでコメントを書き入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 15 理科室の設営】 

 

  エ 鹿児島県学力向上Ｗｅｂシステムの単元別問題の分析 

    鹿児島県学力向上Ｗｅｂシステムを活用して，本校の課題を 

   把握し，指導法改善に取り組んだ。Ｗｅｂシステムの問題を活 

用することで，教師が作成した問題ではなく，第三者が作成し 

た問題によって評価を得ることができた。個人の通過率の把握 

はもちろん，Ｗｅｂシステムに結果を入力することで市町村， 

地区，県との比較を行うことができ，客観的に本校の課題を把 

握することができた。また，小問別通過グラフを印刷し，余白 

の部分に簡単に教師の分析を書き込んだ(図 16)。良かった点は 

黒で記述し，課題は赤で記述した。通過率が低い問題について 

は，授業の内容について教師が振り返り，授業の在り方や教え 

方について考え直し，授業改善に取り組むことができた。   【図 16 Web 問題分析】 



 
８  

７ 研究の課題と成果 

（１）生徒の変容 

生徒の変容を把握するために，１２月中旬に１年生 17 名を対象にアンケートを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ａ１の結果より，理科の学習に対する関心意欲が大幅に向上していることが分かる。授 

業振り返りシートや実験レポート等にコメントをし続け，生徒の学習の見届けをしたこと 

が関心意欲の向上につながったのだと思う。 

Ａ１とＡ２の結果より，理科が好きだと回答している生徒の増加数に比べ，理科の学習 

が得意だと回答している生徒の増加率は少ない。生徒が理科の学習に対して自信をもてる 

ように，学習の見届けを教師がしっかり行い，生徒を認める場面をさらに増やしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ｂ１の結果より，授業の中で，前時の５問や本時の５問など，小さな積み重ねを続けた 

ことで，問題を解ける楽しさに気付いた生徒が増えた。また，３段階の自宅学習用プリン 

トを取り入れたことで，生徒が自分で選んだ問題と向き合う場面をつくることができた。 

Ｂ２の結果より，過半数の生徒が問題を解くことに対して自信がないことが分かる。生 

徒の関心意欲が大きく向上しているからこそ，教師がスモールステップを生かした細やか 

な手立てを行い，生徒の学力や学習に対する自己肯定感を伸ばしていかなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ｃ１とＣ２の結果より，理科の実験が好き，得意な生徒は大幅に増加した。理科の問題 

解決の流れが定着し，授業に見通しをもつことができるようになり，教師の指示がなくて 
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９ 

も学習を進められる場面が増えた。また，グループの中で自分の役割を果たそうと，一人 

一人が主体的に授業に取り組めるようになったことが大きいと考えられる。 

 

（２）研究の成果 

授業のユニバーサルデザイン化を行うことで，生徒が見通しをもって学習に取り組むこ 

とや，主体的に実験や考察，グループ活動などに取り組むことができるようになった。さ 

らに，授業の効率化にもつながり，思考表現に関する学習活動の時間を以前よりも確保す 

ることができた。「本時の流れボード」や「電子黒板に表示する大型タイマー」などは，年 

間を通じ，有効活用ができた。また，思考の流れに沿った構造的な板書や，板書に対応し 

たワークシートについても，これまでの教材研究の時間と大差はなかったため，容易に取 

り組むことが可能であった。 

 生徒と教師による振り返りでは，授業振り返りシート「理科の道標」のコメントが嬉し 

いという生徒も多く，以前よりも積極的に「本時のまとめ」を記述できる生徒が増加した。 

理科室の設営では，同学年だけの学びだけではなく，異学年間での学びにもつながった。 

これらの取組を通して，生徒の学習活動を教師が見届けることの重要性を改めて理解した。 

今回の研究を通して，充実した学習環境の整備や教師が生徒の学習を見届ける中で生徒 

一人一人をしっかり認めることが，学ぶ楽しさや分かる喜びを実感できる場面へ，学習へ 

の関心意欲の向上へ，自分の考えを表現する場面へと発展する姿が見られた。一人一人が 

自信をもち，主体的・対話的で深い学びを実現できる生徒の育成を意識した研究から，大 

きな成果を得ることができたと思う。 

 

（３）今後の課題 

 授業のユニバーサルデザイン化については，思考の流れに沿った板書において，基本の 

形は定まったが，さらなる工夫が必要であると考える。現在の板書を通して，１時間の学 

習の流れは分かるが“思考の流れ”の部分が分かりづらいことも多い。今後は，考察から 

まとめの部分にかけて，板書の工夫に取り組みたい。 

 生徒と教師による振り返りについては，授業振り返りシート「理科の道標」の見届けを 

通して得られた成果は大きかったが，見届けに非常に時間が必要であった。この取組は， 

今後も継続したいと考えているので，質を上げて確実に見届けを行う方法，授業振り返り 

シートの内容の精選，再検討を行いたい。 

 

８ おわりに 

今年度，授業のユニバーサルデザイン化，生徒と教師に  

よる振り返りを意識した授業づくりを通して，学級という  

集団に着目して教材研究や指導法改善を行うことはもちろ  

ん，改めて生徒一人一人と向き合いながら理科教育を行う  

大切さに気付かされた。生徒一人一人の状況を把握し，一  

人一人の学習過程を認めることで，学習意欲の向上や自己  

肯定感の高まりにつながることを実感した。  

 “生徒一人一人が自信をもち，主体的・対話的で深い学びを実現できる授業にしたい”と  

いう思いで取り組んだことは，生徒のためにもなったが，教師自身が自分の授業を見つめ直  

し，日々，よりよい理科教育について試行錯誤し続けるきっかけとなった。来年度は，今年  

度の取組をさらに深みのあるものにし，今後も，生徒とともに学び続ける教師でありたい。  


